







2009 年度に続き 2 年目となる。













































































































































































































































　平成 23 年・24 年の導入を視野に，保育所保育
指針に対応した保育士養成課程の改正が進めら

































































































































































Ⅰ），4 年次の夏休み（現場実習Ⅱ）の 2 回に分
けて行われている。実習の事前事後指導である社
会福祉援助技術現場実習指導（以下，実習指導）
























































































































































































科書が 1 種類のみある。それは 1932（昭和 7）
年に共益商社書店から発行された水口廣『中等発
声練習教本』である。本研究ではこの教科書を分
析することで，教員養成の場における発声指導の
内容を明らかにすることを目的とした。
　水口に関する先行研究はほとんどない中，岩
崎洋一によって，水口が児童発声における中声
発声の支持者として取り上げられている（岩崎
1981）。また岩崎によると，水口は昭和の初期頃，
熊本県の天草において中声発声の講習を行ったと
のことである（岩崎 2000）。この点からも，水口
が当時の発声指導に対し影響を及ぼしていた実践
家であったことがうかがえる。
　研究方法としては，第一に『中等発声練習教本』
の教材分析を行い，教科書の特質を明らかにし
た。第二に水口の実践家としての側面に着目し，
水口の発声指導の実際について考察した。
　以上の研究結果については，日本声楽発声学会
『声楽発声研究』第2号（2011年3月）に発表した。
　今後は，音楽教員としての水口のライフヒスト
リーにも焦点を当てて研究を深めると同時に，今
日の保育者養成機関の抱える発声指導とも関連付
けて，実践研究を継続していきたい。
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